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あなたの印西市はこう変わる

令和７年度予算をチェック

話題の施設を特集

【コスモスパレット】編

一般質問で問う市政

18人の議員の視点

請願・陳情 ほか

市民の声を議会に

議案と審議結果一覧

市民の声

「印西市の自然環境」

（西の原中３年　船木さん）

令和８年４月の開所に向け、送迎保育ステーション

の整備が開始されます。駅前等に保育ステーション

を設置し、預けられた子どもたちを各保育園へバス

等を使って送迎するシステム。保護者の負担軽減や

保育所等の入所者数の偏り解消が期待されます。

Ｐ２〜

Ｐ６〜

Ｐ８〜

Ｐ18〜

Ｐ22〜

Ｐ24

目 次
送迎保育ステーションの整備

（新規）予算額：7,552 万 8 千円

安心な暮らしを守るため防犯カメラの購入費を市がサポート

します。家庭用防犯カメラを購入し設置した世帯に対し、購入費等の

２分の1を世帯1回に限り、上限１万円まで助成します。

家庭用防犯カメラ購入助成金

（新規）予算額：300 万円

待機児童の解消を目的に、木刈・いには野・高花・原山学童

クラブにおいて、学校施設などを活用して学童クラブを増設

します。

学童クラブの増設

（新規）予算額：6億 7,893 万 9 千円

高齢者ふれあいバス無料乗車カード「ＦＵＲＥｉ

ＣＡ（フレアイカ）」の利用範囲をふれあいバス

だけでなく、印旛地区運行の民間路線バスも対象

にします。

対象：印西市に住民登録のある70歳以上の方

フレアイカの利用拡大

（新規）予算額：2,272 万 8 千円

民間保育園および民間幼稚園等への運営費補助を拡充する

とともに、物価高騰対策として給食費の補助を継続します。

【運営費補助】民間保育園（拡充）民間幼稚園（新規）

園児１人当たり１，０００円／月

【給食費補助】園児１人当たり１日５０円（継続）

民間保育園および民間幼稚園への
補助拡充

（新規・拡充）予算額：11 億 5,164 万 9 千円

令和７年度予算 注目事業

　予算審査常任委員会は令和７年２月27日から３月５日

にかけて、令和７年度当初予算と令和６年度補正予算の

審査を行い、全て原案のとおり可決しました。

　令和７年度一般会計当初予算は過去最大の570億

６千万円。今号では、議会が注目する事業を紹介します。

あなたの印西市はこう変わる
570億円の使い道
どうなる？ 令和７年度予算

（イメージ）
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ずっと このまち いんざいで住みよさ実感都市
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小・中学校の
教育環境整備

令和６年度補正予算が全会一致で可決

印西市
農業機械等導入支援補助金

シニア向けのタクシー利用助成

鳥獣被害への対策伝統文化親子教室の開催

食物アレルギー等
学校給食費相当額助成金

（拡充）小学校予算額：

24 億 2,992 万 8 千円

（拡充）予算額：4,500 万円

（拡充）予算額：1,555 万 3 千円

（拡充）予算額：4,108 万 5 千円（新規）予算額：277 万 9 千円

（新規）予算額：218 万 3 千円

（拡充）中学校予算額：

20 億 3,090 万 1 千円

小・中学校各５校の特別教室にエ

アコン設置工事を行います。また、

体育館へのエアコン設置に向けた

設計などを予定しています。

問小学校特別教室の空調設備設置

工事はどの学校が対象か。

答木刈小、内野小、西の原小、原小、

滝野小の５校を予定している。

問中学校の状況は。

答印西中、小林中、西の原中、印

旛中、本埜中の５校を予定して

いる。

問補助金拡充の詳細は。

答認定農業者または認定新規就農者を対象

に農業機械等の導入費用に対して補助を

行う制度。１件あたりの補助率は３分の

１以内で、補助上限は１００万円。

問タクシー券の詳細は。

答６５歳以上で免許のない方または７０歳

以上が対象。タクシー券は利用１回につ

き８００円で、相乗りの際は１人１枚ずつ

使用可能。距離条件は廃止した。

印西市は「子育てがしやすいまち」として、安心して出産・子育てができる環境の充実に

力を入れています。今回の補正予算では、伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金

の一体的実施事業費として、３，９３４万２千円を増額し、妊娠期から子育て期にわたる、

切れ目のない支援をより充実させます。

また、未来を担う子どもたちの学びを支えるためプログラミング教

材「ロボッチャ」購入費として１，９９９万３千円を計上し（事業期間

Ｒ６〜Ｒ７年度）、ＩＣＴ教育の推進を図ります。子どもたち一人一人

の可能性を広げ、時代に合った先進的な教育環境を整えていきます。

問捕獲予定のイノシシ頭数は。

答成獣が５５０頭、幼獣が２５０頭の

合計８００頭を予定している。

市内全ての市街化調整区域（６４区域）に利

用助成エリアを拡大します。

イノシシやムクドリなどによる農林

業への被害や、生活環境への被害を

防止するため、駆除費助成を増額し

ます。

【１頭あたり】

１２，５００円⇒１３，５００円（成獣）

９，０００円⇒１０，０００円（幼獣）

伝統文化の継承・発展と次代を担う子ど

もたちの豊かな心を育むことを目的とし

ます。

食物アレルギー等により、学校給食の提

供を受けられない市立小・中学校の児童

生徒の保護者に、学校給食費相当額を助

成します。

小学生１食当たり

　３１４円（上限）

中学生１食当たり

　３７４円（上限）
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コスモスパレットⅡ

令和７年４月１日オープン令和７年４月１日オープン

話題の施設に突撃話題の施設に突撃

　印西市立中央駅前地域交流館の新館がコスモスパレットパ

レットⅡとして令和７年４月１日にオープンしました。

　施設には300人が観覧できる芸術ホールの他、アートギャ

ラリーやバンドスタジオなど、これまでになかった文化芸術

機能が備わっています。

　また、健康・福祉・子育て機能として、保健センターやこども家庭センター、福祉の相談窓口

などが配置されているほか、市民支援機能として中央駅前出張所や市民活動支援センターも備

わっており、市民生活に密接したサービスの提供が行える施設です。
中央駅前地域交流館１号館の視聴覚

室から移動してきました。ミニホー

ルにて月２回練習を行っています

が、窓が大きくて景色がとても良い

ですね！活動を始めて35年になるサ

ークルです。

色々な手続きがこ

ちらででき、とて

も助かります。映

画もこちらで観ら

れるようになるの

が楽しみです。

訪れた市民の方、

水口　芳樹さん

コメント

大正琴サークル

「菊琴の調べ」の皆さんのコメント

「いんば学舎のカフェ」

スタッフさんコメント

おにぎりやミニピザ、豚

汁、コーヒー等を販売し

ています。初めはどうな

るのか不安でしたが４月

１日から大盛況！“美味

しい”とのお言葉を頂け

てありがたいです。

コスモスパレットオープニングイベントの様子

施設の紹介

300人収容の芸術ホール300人収容の芸術ホール

印西ゆめ太鼓印西ゆめ太鼓 印西市能楽連合会印西市能楽連合会 いんざい子ども劇場いんざい子ども劇場

本格的な演奏ができるバンドスタジオ本格的な演奏ができるバンドスタジオ
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我が市政を問う我が市政を問う

一 般 質 問

１.

２.

３.

４.

５.

６.

 　　　　　　　　Ｐ12

 　　　　　　　　Ｐ12

 　　　　　　　Ｐ13

 　　　　　　　　Ｐ13

 　　　　　　　　Ｐ14

 　　　　　　　　Ｐ14

板橋　　睦

津田　憲吾

都築　真理子

金丸　和史

増田　葉子

松尾　榮子

７.

８.

９.

10.

11.

12.

 　　　　　　　　Ｐ15

 　　　　　　　　Ｐ15

 　　　　　　　　Ｐ16

 　　　　　　　Ｐ16

 　　　　　　　　Ｐ17

 　　　　　　　　Ｐ17

近藤　瑞枝

藤江　研一

林　　勝利

山田　喜代子

松谷　知美

加藤　亮二

個 人 質 問

　議員は、市民の代表として印西市の市政全般について幅広く質問することができます。

これに対し市は、現状や今後の方針などを説明し、議論を深めていきます。

　このやり取りは、市民の声を市政に届け、より良い印西市を作るためにとても重要な

ことです。

　令和７年第１回定例会では、２月18日から２月25日に会派代表質問および個人質問が

行われ、市政全般に対して活発な議論が展開されました。

　ここではその一部を掲載いたします。

　この掲載記事は、各議員本人が作成したものです。

おしらせ

録画中継はこちらから

質
問
１　

原
小
学
校
の
分
離
新
設

は
本
当
に
行
う
の
か
。

市
長　

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ

た
学
び
場
づ
く
り
に
向
け
て
、
原

小
学
校
の
分
離
新
設
を
進
め
る
。

質
問
２　

西
の
原
中
学
校
の
今
後

に
つ
い
て
。

教
育
長　

原
小
学
校
の
分
離
新
設

と
併
せ
、
義
務
教
育
学
校
の
新
設

も
含
め
て
協
議
し
て
い
る
。

再
質
問　

施
設
規
模
は
。

答
弁　

義
務
教
育
学
校
は
小
学
校

を
前
期
課
程
、
中
学
校
を
後
期
課

程
と
し
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見

通
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
学
校
で
あ
る
。
施
設
規
模
は
、

質
問
１　

接
種
対
象
者
数
と
接
種

率
は
。

市
長　

接
種
対
象
の
50
歳
以
上
の

人
口
は
４
万
８
６
９
３
名
で
接
種

率
は
３
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
２　

効
果
検
証
に
つ
い
て
。

市
長　

助
成
事
業
を
開
始
し
た
こ

と
に
よ
り
、
市
民
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
多
く
あ
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
の
関
心
を

高
め
る
効
果
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。

質
問
３　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
国

の
定
期
接
種
化
開
始
後
に
お
け
る

当
市
独
自
の
事
業
の
継
続
は
。

市
長　

市
で
は
引
き
続
き
助
成
事

前
期
課
程
27
学
級
、
後
期
課
程
10

学
級
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

質
問
３　

図
書
館
課
の
よ
う
に
独

立
し
て
市
民
の
図
書
館
業
務
の
充

実
に
向
け
た
検
討
を
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長　

引
き
続
き
、
現
在
の

組
織
に
お
い
て
、
適
切
な
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

質
問
４　

広
聴
活
動
報
告
書
の
意

見
や
要
望
の
扱
い
は
。

市
長　

広
聴
活
動
報
告
書
の
ご
意

見
や
要
望
は
す
ぐ
に
実
施
で
き
る

も
の
は
、
各
担
当
課
へ
速
や
か
に

対
応
す
る
よ
う
指
示
。
ま
た
、
そ

う
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
検
討
を
進
め
さ
せ
て
い
る
。

質
問
５　

印
西
市
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
策
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
、
学
び
の
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
子
ど
も
が

自
ら
学
び
、
考
え
、
協
働
で
き
る

環
境
や
体
制
を
整
え
て
い
く
。

業
を
継
続
す
る
。

再
質
問　

事
業
の
内
容
は
ど
う
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　

現
在
の
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
加
え
、
令

和
７
年
度
か
ら
は
、
生
ワ
ク
チ
ン

も
助
成
の
対
象
と
す
る
。

質
問
４　

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ 

ッ
ト
購
入
費
助
成
の
申
込
状
況
は
。

市
長　

令
和
７
年
１
月
末
で
６
０

８
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

再
質
問　

購
入
費
助
成
開
始
前
後

の
比
較
に
お
い
て
効
果
検
証
は
。

市
民
部
長　

中
間
調
査
で
の
比
較

で
あ
る
が
、
令
和
５
年
度
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
率
は
２
・
９
％
で
、

事
業
開
始
後
の
令
和
６
年
11
月
の

調
査
で
は
４
・
５
％
に
上
昇
、
着

用
率
が
向
上
し
て
い
る
。

質
問
５　

令
和
６
年
度
事
業
で
あ 

っ
た
が
７
年
度
も
継
続
の
考
え
は
。

市
長　

令
和
７
年
度
も
継
続
し
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
進
し
た

い
と
考
え
、
経
費
を
当
初
予
算
案

に
計
上
し
た
。

西
の
原
中
学
校
の
今
後
は

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業
は

義
務
教
育
学
校
新
設
を
協
議
し
て
い
る

国
の
定
期
接
種
化
後
も
市
で
継
続
予
定

「
Ｔ
Ｏ 

Ｂ
Ｅ
」
稲
葉　

健 

議
員

「
公
明
党
」
鈴
木　

博
美 

議
員

問

問

答

答

原小学校の増築棟

帯状疱疹ワクチン接種助成事業を継続

ＴＯ　ＢＥ

公 明 党

い ま 未 来

至 誠

創 進

新 政

（稲葉　　健）

（鈴木　博美）

（大﨑　亜希）

（大野　忠寄）

（小川　利彦）

（軍司　俊紀）
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会派代表質問
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算
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算

コ
ス
モ
ス
パ
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ッ
ト

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
員
出
欠
簿
公
開

議
員
出
欠
簿
公
開

議
案
と
審
議
結
果

議
案
と
審
議
結
果

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会
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質
問
１　

出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
事
業
に
よ
る
出
生
率
の
改
善

や
、
若
い
世
代
が
こ
の
地
域
に
定

住
す
る
こ
と
に
、
ど
の
く
ら
い
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

本
事
業
は
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
支
援
と

経
済
的
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家

庭
が
安
心
し
て
、
出
産
・
子
育
て

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
令
和
５
年
２
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
。
支
援
に
よ
り
不

安
や
負
担
を
軽
減
し
、
出
産
や
子

育
て
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
識
を
持

つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
出

生
率
の
向
上
や
若
い
世
代
の
定
住

質
問
１ 

当
病
院
に
お
け
る
、
連

携
と
補
助
は
。

市
長　

当
病
院
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
救
命
救
急
、
災
害
応
急
医

療
の
他
、
健
康
講
演
会
の
講
師
や

幼
児
健
診
、
学
校
医
、
認
知
症
初

期
集
中
支
援
推
進
事
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
協
力
を
得
て
い

る
。
ま
た
、
看
護
専
門
学
校
の
学

生
実
習
を
小
学
校
と
保
育
園
で
受

け
入
れ
て
い
る
。
補
助
と
し
て
は

安
定
し
た
救
急
医
療
体
制
の
運
営

維
持
の
た
め
に
、
公
的
病
院
等
運

営
費
補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い

る
。

再
質
問　

公
的
病
院
等
運
営
補
助

金
の
使
い
道
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　

市
内
の
救
急

医
療
の
確
保
、
地
域
医
療
の
充
実

を
図
る
た
め
に
交
付
。
ま
た
、
第

二
次
救
急
医
療
機
関
運
営
事
業
お

よ
び
小
児
救
急
医
療
支
援
事
業
に

参
加
し
て
い
る
病
院
に
交
付
。

再
質
問　

補
助
金
の
増
額
予
定
は
。

に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

再
質
問　

出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
事
業
は
令
和
６
年
度
ま
で
の

国
の
支
援
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
自
治
体
と
し
て
継

続
・
拡
充
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　

令
和
７
年
度

か
ら
は
、
新
た
に
制
度
化
さ
れ
た

「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
」
お

よ
び
「
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

業
」
と
し
て
、
妊
婦
等
へ
の
経
済

的
支
援
と
伴
走
型
相
談
支
援
を
効

果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
、

引
き
続
き
妊
婦
へ
の
総
合
的
な
支

援
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
２　

16
歳
未
満
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使

用
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
今
後
ど

の
よ
う
に
扱
う
か
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ペ

ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
整
備
す
る
こ
と
、
ま
た
、
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
の
充
実
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

答
弁　

補
助
金
の
上
限
額
の
引
き

上
げ
を
、
令
和
７
年
度
予
算
に
上

程
。

再
質
問　

当
病
院
と
の
さ
ら
な
る

連
携
強
化
方
針
は
。

答
弁　

当
病
院
は
国
や
県
の
基
幹

災
害
拠
点
病
院
、
地
域
医
療
支
援

病
院
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ

ー
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
指
定
を
受
け
、
平
時

か
ら
非
常
時
ま
で
地
域
医
療
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
病
院
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も

双
方
向
で
の
連
携
を
強
化
し
、
市

民
の
さ
ら
な
る
安
心
安
全
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

出
産
、
子
育
て
応
援
給
付
金
の
継
続
は

日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
の
連
携

妊
婦
へ
の
総
合
的
な
支
援
と
し
て
継
続

さ
ら
な
る
、
連
携
強
化
に
取
り
組
む

「
い
ま
未
来
」
大
﨑　

亜
希 

議
員

「
至
誠
」
大
野　

忠
寄 

議
員

問

問

答

答

赤ちゃんの笑顔を守る

質
問
１　

農
業
・
商
工
業
お
よ
び

市
民
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

環
境
経
済
部
長　

農
業
者
に
対
す

る
物
価
高
騰
対
策
支
援
と
し
て
は
、

営
農
継
続
特
別
給
付
金
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

再
質
問　

市
独
自
の
商
工
業
者
へ

の
支
援
策
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

効
果
的
な
商
工
業
者
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て
、
市
域
の
経
済

状
況
や
事
業
者
ニ
ー
ズ
等
も
踏
ま

え
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
２　

市
立
小
中
学
校
の
特
別

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は
。

教
育
長　

令
和
８
年
度
中
の
完
了

に
向
け
て
、
早
期
に
設
置
可
能
な

学
校
か
ら
順
次
、
工
事
を
発
注
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
問
３　

小
中
学
校
の
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

教
育
長　

部
活
動
が
あ
る
中
学
校

か
ら
設
置
を
始
め
、
令
和
15
年
度

ま
で
に
全
校
に
設
置
す
る
予
定
。

質
問
４　

印
西
市
内
の
農
家
へ
の

質
問　

西
の
原
中
学
校
の
分
離
新

設
を
求
め
る
声
に
対
し
て
、
市
教

育
委
員
会
の
方
針
は
ど
う
か
。

教
育
長　

分
離
新
設
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
で
は
、
長
期
間
に

わ
た
り
小
規
模
校
と
な
る
可
能
性

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
教
職
員
は
、

学
校
規
模
別
職
員
配
置
に
よ
り
千

葉
県
か
ら
配
置
さ
れ
る
が
、
小
規

模
校
と
な
る
こ
と
で
、
学
級
担
任

外
の
教
員
配
置
が
少
な
く
な
り
、

全
教
科
へ
の
配
置
が
困
難
と
な
る
。

ま
た
、
部
活
動
で
は
種
目
が
少
な

く
な
り
、
自
分
が
望
む
種
目
を
選

べ
な
い
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
単
純
な
分
離
新
設
で

は
教
育
指
導
面
・
学
校
運
営
面
で

課
題
が
残
る
こ
と
と
な
る
。
以
上

の
よ
う
な
状
況
を
総
合
的
に
考
慮

し
、
原
小
学
校
の
分
離
新
設
と
併

せ
、
義
務
教
育
学
校
の
新
設
を
含

め
て
協
議
し
て
い
る
。

再
質
問　

な
ぜ
、
義
務
教
育
学
校

が
必
要
か
。

支
援
策
に
つ
い
て
。

環
境
経
済
部
長　

地
域
の
担
い
手

と
な
る
認
定
農
業
者
に
は
、
農
業

機
械
の
導
入
補
助
を
通
じ
て
規
模

拡
大
を
支
援
し
、
離
農
さ
れ
る
方

に
は
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
抑

制
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
力

し
、
引
き
続
き
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
支
援
し
て
い
く
。

再
質
問 

認
定
農
家
以
外
の
農
家

へ
の
支
援
策
は
な
い
の
か
。

答
弁　

営
農
を
継
続
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
農
地
を
守
る
上
で
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

答
弁　

当
市
の
場
合
、
転
出
入
が

多
く
、
教
育
課
程
が
通
常
と
異
な

る
義
務
教
育
学
校
は
難
し
い
と
考

え
て
い
た
が
、
開
発
が
ほ
ぼ
完
了

し
、
転
出
入
が
落
ち
着
い
て
い
る

東
の
原
地
区
を
通
学
区
域
と
す
れ

ば
デ
メ
リ
ッ
ト
は
低
く
な
る
。

再
質
問　

こ
の
学
校
を
義
務
教
育

学
校
と
し
て
開
校
し
た
場
合
、
他

に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

印
西
牧
の
原
駅
圏
の
学
校

は
児
童
・
生
徒
数
が
増
加
し
て
い

る
。
義
務
教
育
学
校
と
し
て
新
設

す
る
こ
と
で
、
印
西
牧
の
原
駅
圏

に
お
け
る
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

印
西
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
は

西
の
原
中
学
校
は
分
離
新
設
す
る
の
か

必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る

義
務
教
育
学
校
の
新
設
を
含
め
協
議
中

「
創
進
」
小
川　

利
彦 

議
員

「
新
政
」
軍
司　

俊
紀 

議
員

問

問

答

答

最新の医療機器が
導入されている、

日本医科大学千葉北総病院

特別教室に設置予定の
エアコン

分離新設も検討している
西の原中学校

令
和
７
年
度
予
算

令
和
７
年
度
予
算

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
員
出
欠
簿
公
開

議
員
出
欠
簿
公
開

議
案
と
審
議
結
果

議
案
と
審
議
結
果

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会
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質
問
１　

入
学
時
に
図
書
館
カ
ー

ド
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

本
に
親
し
む
機
会
を

提
供
す
る
た
め
必
要
と
考
え
て
お

り
、
学
校
等
関
係
す
る
方
々
と
協

議
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
２　

令
和
７
年
度
の
組
織
変

更
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長　

８
課
で
予
定
し
て
お

り
、
保
育
課
を
保
育
幼
稚
園
課
に
、

学
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
運
営
の
た
め
、
生
涯
学
習
課

に
放
課
後
児
童
支
援
係
を
新
設
、

文
化
芸
術
事
業
や
文
化
財
事
業
の

た
め
文
化
振
興
課
を
新
設
す
る
組

織
改
編
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
１　

印
旛
中
央
地
区
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

市
長　

印
旛
中
央
地
区
は
１
０
０

ha
を
超
え
、
市
は
40 

ha
超
を
有
す

る
地
権
者
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
に
多
額
の
市
に
よ
る
支
出
が
予

想
さ
れ
る
。
地
権
者
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
納
得
い
た
だ
け
る
形
で
整

備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
を
進

め
た
い
。

再
質
問　

発
起
人
会
会
議
は
令
和

６
年
度
何
回
開
催
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
市
長
は
参
加
し
た
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

令
和
６
年
５
月
、

令
和
７
年
１
月
の
計
２
回
開
催
さ

れ
、
会
議
に
は
参
加
し
て
い
な
い

質
問　

印
西
市
に
お
け
る
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
状
況
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
庁
で
定
め
た
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
で
10
件
、
市
独
自
の
も
の
が
14

件
と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問　

ど
の
よ
う
な
方
針
で
公

開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
整
備
し
て
い
る
の

か
。

総
務
部
長　

市
民
に
公
開
す
る
こ

と
が
可
能
な
情
報
で
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
も
の

に
つ
い
て
、
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
「
印

西
市
わ
が
街
ガ
イ
ド
」
で
公
開
し

て
い
る
。

再
質
問　

下
水
道
や
上
水
道
の
管

網
図
は
当
市
で
は
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

と
し
て
展
開
し
な
い
の
か
。

上
下
水
道
部
長　

下
水
道
に
つ
い

て
は
、
公
開
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。
上
水
道
に
つ
い
て
は
、

公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
異
な
る
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
管
網
図
を
管
理
し
て
お

が
、
会
長
と
一
部
の
役
員
と
の
意

見
交
換
は
複
数
回
行
っ
て
い
る
。

再
質
問　

今
後
の
事
業
推
進
は
。

答
弁　

事
業
費
の
精
査
、
今
後
の

土
地
需
要
の
動
向
、
企
業
ニ
ー
ズ

の
把
握
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
２　

平
和
条
例
の
制
定
は
。

総
務
部
長　

先
進
地
や
近
隣
市
の

状
況
や
取
り
組
み
内
容
を
確
認
し
、

市
と
し
て
何
を
す
る
の
か
、
何
が

で
き
る
の
か
を
調
査
・
研
究
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
質
問　

ど
の
よ
う
な
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

市
が
行
う
平
和
事
業
の
ほ

か
、
先
進
的
な
事
業
の
有
効
性
を

確
認
し
、
市
の
事
業
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
か
精
査
し
て
い
る
。

再
質
問 

令
和
７
年
は
戦
後
80
年
、

令
和
８
年
は
市
制
施
行
30
周
年
、

こ
の
節
目
に
平
和
条
例
の
制
定
は
。

答
弁　

引
き
続
き
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
。

り
、
配
水
管
の
布
設
位
置
の
照
会

に
つ
い
て
は
、
窓
口
ま
た
は
電
話

対
応
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の

頻
度
な
ど
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
、

そ
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
バ
ス

停
に
つ
い
て
、
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と

し
て
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
部
長　

バ
ス
停
の
詳
細

な
位
置
図
や
座
標
デ
ー
タ
は
公
開

し
て
い
な
い
状
況
の
た
め
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
に
向
け
て
、
関
係

部
署
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

印
旛
中
央
地
区
の
今
後
の
事
業
推
進
は

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
可
視
化
の
状
況
は

発
起
人
会
と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
る

公
開
で
き
る
デ
ー
タ
を
増
や
し
て
い
く

板
橋　

睦 

議
員

津
田　

憲
吾 

議
員当市の公開型ＧＩＳ「わが街ガイド」

印旛中央地区の構想図

問

問

答

答

質
問　

外
国
人
児
童
生
徒
の
教
育

支
援
は
充
実
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
さ
ら
な

る
活
用
や
、
翻
訳
機
器
の
導
入
な

ど
を
行
い
、
外
国
籍
児
童
生
徒
が

自
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

再
質
問　

９
名
の
日
本
語
指
導
員

配
置
で
、
小
学
校
18
校
、
中
学
校

９
校
に
対
し
て
十
分
で
あ
る
の
か

伺
う
。

答
弁　

現
在
の
と
こ
ろ
、
急
激
な

外
国
人
児
童
生
徒
の
増
加
に
対
し

て
、
日
本
語
指
導
員
の
人
材
確
保

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

再
質
問　

現
在
の
指
導
員
数
か
ら
、

今
後
ど
れ
く
ら
い
の
増
員
が
必
要

と
考
え
る
か
。

答
弁　

日
本
語
指
導
員
の
確
保
の

難
し
さ
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
活
用
し
て
広
範
囲
に
周
知

し
、
登
録
数
を
増
や
す
こ
と
を
第

一
に
考
え
る
と
と
も
に
、
日
本
語

を
全
く
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
児

童
生
徒
等
が
在
籍
す
る
学
校
に
、

可
能
な
限
り
速
や
か
に
配
置
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

再
質
問　

感
情
や
情
緒
を
育
み
、

創
造
的
で
、
個
性
的
な
心
の
動
き

を
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
の
教
育

や
、
道
徳
的
な
意
識
や
価
値
観
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
の

考
え
は
。

答
弁　

道
徳
教
育
や
豊
か
な
人
間

関
係
づ
く
り
に
関
す
る
教
育
活
動

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教
科

や
特
別
活
動
等
を
通
し
て
国
際
理

解
教
育
に
つ
い
て
も
、
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　

業
務
を
行
う
場
所
に
つ

い
て
は
市
役
所
本
庁
舎
内
で
対
応

で
き
る
の
か
。

答
弁　

市
役
所
本
庁
舎
内
で
業
務

に
支
障
な
く
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

質
問
３　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
て
、

証
明
書
等
の
申
請
様
式
の
統
一
化

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長　

申
請
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
観
点
か
ら
、
申
請
書
様
式

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

「
書
か
な
い
窓
口
」
の

実
現
に
向
け
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

窓
口
利
用
体
験
報
告
で
申

請
書
や
書
類
の
数
が
多
い
と
さ
れ

て
お
り
、
見
直
し
提
案
も
あ
る
た

め
、
長
期
的
に
は
実
現
に
向
け
て

検
討
を
進
め
た
い
。

再
質
問　

実
現
に
向
け
て
、
１
階

フ
ロ
ア
の
配
置
変
更
の
考
え
は
。

答
弁　

サ
イ
ン
や
窓
口
の
見
直
し

等
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
し
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

外
国
人
児
童
生
徒
の
教
育
支
援
は

図
書
館
カ
ー
ド
の
入
学
時
の
発
行
は

指
導
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

申
込
書
の
配
布
を
考
え
て
い
き
た
い

都
築　

真
理
子 

議
員

金
丸　

和
史 

議
員

多様性が輝くみんなの笑顔

問

問

答

答

令
和
７
年
度
予
算

令
和
７
年
度
予
算

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
員
出
欠
簿
公
開

議
員
出
欠
簿
公
開

議
案
と
審
議
結
果

議
案
と
審
議
結
果

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

図書館カード
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質
問　

令
和
５
年
、
県
内
の
公
立

高
校
で
、
教
師
の
不
適
切
な
言
動

に
よ
り
生
徒
が
自
殺
に
至
る
痛
ま

し
い
事
件
が
あ
り
、
先
ご
ろ
第
三

者
委
員
会
の
調
査
報
告
書
と
と
も

に
、
県
教
育
長
の
謝
罪
と
対
応
策

が
表
明
さ
れ
た
。
印
西
市
内
の
教

育
現
場
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た

事
例
が
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
教
育
現
場
で
不
適
切
な
指
導

が
起
き
な
い
よ
う
に
市
教
育
委
員

会
は
何
を
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

不
適
切
な
指
導
を
絶
対

に
許
さ
な
い
姿
勢
を
管
理
職
に
示

し
、
全
教
職
員
の
意
識
改
革
を
図

る
た
め
、
指
導
主
事
等
を
講
師
と

質
問　

市
役
所
本
庁
の
配
置
に
つ

い
て
現
在
ま
で
の
検
討
状
況
は
。

総
務
部
長　

令
和
５
年
５
月
に
行

政
系
施
設
配
置
検
討
会
議
を
立
ち

上
げ
、
現
庁
舎
の
活
用
、
庁
舎
の

分
散
配
置
、
庁
舎
の
移
転
新
設
の

３
つ
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

再
質
問　

本
庁
舎
は
令
和
７
年
度

で
築
49
年
。
令
和
13
年
度
か
ら
17

年
度
ま
で
に
大
規
模
改
修
を
実
施

予
定
と
の
こ
と
だ
が
、そ
の
場
合
、

庁
舎
を
そ
の
後
何
年
間
、
築
何
年

ま
で
使
用
す
る
の
か
。

答
弁　

改
修
後
20
年
間
、
築
80
年

の
令
和
38
年
ま
で
使
用
す
る
こ
と

し
た
定
期
的
な
校
内
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。

再
質
問　

教
職
員
の
人
事
権
は
県

に
あ
る
が
、
不
適
切
な
指
導
を
未

然
に
防
止
す
る
責
任
は
市
に
あ
る
。

校
内
研
修
の
課
題
は
何
か
。

答
弁　

教
職
員
一
人
一
人
が
当
事

者
意
識
や
切
実
感
を
持
つ
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
る
。

再
質
問　

教
師
の
人
権
意
識
を
高

め
て
い
く
こ
と
は
何
よ
り
も
大
事

だ
。
国
で
は
「
個
別
最
適
で
協
働

的
な
深
い
学
び
」
へ
の
転
換
を
掲

げ
て
い
る
。
教
師
自
身
が
主
体
的

で
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
を
主
体
的

な
学
び
へ
導
け
な
い
。
教
育
現
場

を
つ
く
る
の
は
一
人
一
人
の
教
師

だ
。
当
市
の
教
育
大
綱
等
に
は
、

目
指
す
子
ど
も
像
は
あ
っ
て
も
、

目
指
す
教
師
像
が
な
い
。
市
教
育

委
員
会
が
目
指
す
教
師
像
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁　

生
き
る
力
を
持
ち
未
来
を

拓
く
子
ど
も
を
育
む
教
師
で
あ
る
。

に
な
る
。

再
質
問　

庁
舎
の
老
朽
化
、
狭
隘

化
が
進
む
中
、
市
全
体
を
見
渡
す

市
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
位
置
付

け
や
、
市
民
・
職
員
の
安
全
性
、

ま
た
人
口
が
５
倍
以
上
、
市
域
が

２
倍
以
上
に
広
が
っ
た
市
の
急
成

長
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
環
境
の

急
変
を
踏
ま
え
た
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。
市
の
ま
と
ま
り
や
市

の
発
展
が
市
全
体
に
波
及
し
て
い

く
新
し
い
印
西
市
の
構
築
の
た
め

に
、
本
庁
の
配
置
は
非
常
に
重
要

な
問
題
で
あ
る
。
令
和
８
年
度
か

ら
の
第
２
次
基
本
計
画
に
、
庁
舎

の
問
題
を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
。

答
弁　

本
庁
舎
の
配
置
は
市
と
し

て
大
変
重
要
な
判
断
事
項
で
あ
り
、

将
来
を
見
据
え
た
議
論
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
検
討
会
議

で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和

７
年
度
に
企
画
政
策
課
内
に
設
置

さ
れ
る
新
組
織
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。

ど
の
よ
う
な
教
育
現
場
を
目
指
す
の
か

市
役
所
本
庁
の
配
置
の
検
討
は

自
ら
未
来
を
拓
く
子
ど
も
を
育
成
す
る

企
画
政
策
課
内
の
新
組
織
で
検
討
す
る

増
田　

葉
子 

議
員

松
尾　

榮
子 

議
員

問

問

答

答

質
問
１　

文
部
科
学
省
は
、
学
校

と
地
域
住
民
等
が
協
力
し
て
学
校

運
営
に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会

制
度
）
を
推
進
し
て
い
る
。
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

令
和
７
年
度
に
印
西

中
学
校
区
に
先
行
導
入
し
、
令
和

10
年
度
末
ま
で
に
は
市
内
全
小
中

学
校
に
導
入
予
定
で
あ
る
。

再
質
問　

平
成
８
年
に
開
始
さ
れ

た
地
域
ぐ
る
み
さ
わ
や
か
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
地
域
推
進
委
員
会
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
と
移

行
す
る
の
か
。

答
弁　

そ
れ
ぞ
れ
目
的
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
組
織
を
そ
の
ま
ま
移

質
問
１　

避
難
所
の
生
活
環
境
改

善
に
向
け
た
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

備
蓄
の
取
り
組
み
状
況
は
。

総
務
部
長　

令
和
７
年
度
予
算
案

に
１
０
０
台
分
を
計
上
し
た
。

質
問
２　

市
内
の
路
線
バ
ス
に
つ

い
て
、
最
終
便
運
行
時
刻
改
善
や

運
転
免
許
返
納
後
の
交
通
手
段
と

し
て
、
路
線
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
交
通
手
段
確
保
は
。

企
画
財
政
部
長　

現
時
点
で
時
刻

改
正
予
定
は
な
い
が
、
市
内
公
共

交
通
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
く
る
。

令
和
７
年
度
に
交
通
不
便
地
域
や

交
通
空
白
地
域
の
対
応
を
図
る
。

質
問
３　

保
育
園
児
駅
前
送
迎
ス

行
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
２　

令
和
３
年
６
月
か
ら
、

市
民
団
体
に
よ
る
公
共
施
設
へ
の

無
償
生
理
用
品
設
置
が
始
ま
り
、

現
在
は
18
カ
所
と
な
っ
た
。
市
内

全
て
の
施
設
で
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
理
想
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
市

民
団
体
に
は
困
難
で
あ
る
。
商
業

施
設
・
公
共
施
設
な
ど
の
個
室
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
常
備
し
無
料

で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
Ｏ
ｉ
Ｔ

ｒ
（
オ
イ
テ
ル)

を
知
っ
て
い
る

か
。

市
民
部
長　

流
山
市
や
市
内
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
な
ど
が
導
入
し
て
い

る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

質
問
３　

公
共
施
設
に
オ
イ
テ
ル

導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

市
民
部
長　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
向
け
た
機
運
を
醸
成

す
る
取
り
組
み
推
進
の
た
め
、
オ

イ
テ
ル
を
含
め
民
間
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
、
先
進
事
例

等
の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

テ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　

令
和
８
年
４

月
開
設
を
目
指
し
て
、
具
体
的
な

実
施
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

再
質
問　

利
用
料
金
は
ど
の
よ
う

な
水
準
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
月
額
無
料
か
ら
３
千
円
ま
で
と

の
回
答
が
全
体
の
89
・
４
％
だ
っ

た
。
こ
の
結
果
や
受
託
事
業
者
の

提
案
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

再
質
問　

具
体
的
な
利
用
イ
メ
ー

ジ
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

現
在
の
保
育
施
設
で
児
童

を
預
か
る
の
で
は
な
く
、
保
育
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
、
そ
こ
を
拠

点
と
し
て
、
朝
夕
に
市
内
の
保
育

所
等
と
の
間
を
送
迎
す
る
利
用
イ

メ
ー
ジ
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
４　

新
た
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ 

ー
や
物
流
倉
庫
の
設
置
は
。

市
長　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
牧
の

台
地
区
に
２
棟
、
物
流
倉
庫
は
松

崎
台
地
区
で
１
棟
と
な
っ
て
い
る
。

新
し
い
学
校
づ
く
り
の
推
進
は

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
備
蓄
の
取
り
組
み
は

学
校
運
営
協
議
会
制
度
導
入
予
定

７
年
度
予
算
案
に
１
０
０
台
分
計
上

近
藤　

瑞
枝 

議
員

藤
江　

研
一 

議
員

100台備蓄が決まった段ボール
ベッド（市総合防災訓練時撮影） 築49年の市役所本庁舎

問

問

答

答

コミュニティ・スクールでは
防犯活動を取り入れる

自治体も多い

令
和
７
年
度
予
算

令
和
７
年
度
予
算

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
員
出
欠
簿
公
開

議
員
出
欠
簿
公
開

議
案
と
審
議
結
果

議
案
と
審
議
結
果

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会
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質
問
１　

Ｕ
Ｒ
賃
貸
高
層
住
宅
６

棟
は
空
き
室
が
多
く
、
う
ち
１
棟

は
22
世
帯
中
２
世
帯
し
か
住
ん
で

い
な
い
。
市
営
住
宅
と
し
て
家
賃

補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

家
賃
補
助
の
考

え
は
な
い
が
、
居
住
支
援
に
関
し

関
係
部
局
と
連
携
を
図
り
た
い
。

質
問
２　

精
神
通
院
医
療
に
つ
い

て
、
近
隣
市
で
は
障
害
者
手
帳
取

得
時
の
診
断
書
料
金
の
一
部
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
市
も
助
成
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　

助
成
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問
３　

教
員
の
長
時
間
労
働
解

消
の
た
め
、市
と
し
て
事
務
職
員
、

学
校
用
務
員
等
の
複
数
配
置
等
の

考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
等
教
員
以
外
の
職
員
配
置

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
４　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

質
問
１　

市
で
は
年
間
ど
の
く
ら

い
の
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い
る
か
。

市
長　

令
和
５
年
度
の
一
般
廃
棄

物
搬
出
量
は
、
約
３
万
３
２
０
２

ト
ン
。
内
訳
は
、
家
庭
か
ら
搬
出

さ
れ
る
廃
棄
物
が
、
約
２
万
５
７

９
３
ト
ン
、
事
業
所
か
ら
搬
出
さ

れ
る
廃
棄
物
が
、
約
７
４
０
９
ト

ン
で
あ
る
。

質
問
２　

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
ワ 

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
考
え
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　

環
境
フ
ェ
ス
タ

や
、
ご
み
減
量
化
等
説
明
会
な
ど

の
機
会
に
、
ご
み
の
減
量
、
再
資

源
化
の
推
進
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
市
民
団
体
や
ク
リ
ー
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
意
見
を
伺
っ
て

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
７ 

０
０
円
の
報
酬
単
価
は
利
用
会
員

や
提
供
会
員
に
と
っ
て
妥
当
な
単

価
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
質
問
項
目
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　

子
育
て
に
困

っ
て
い
る
会
員
同
士
が
助
け
合
う

相
互
援
助
活
動
で
あ
り
、
利
益
を

追
求
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
た
め
、
加
え
な
い
。

質
問
５　

道
路
陥
没
事
故
へ
の
対

応
、
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

上
下
水
道
部
長　

「
印
西
市
下
水

道
総
合
地
震
対
策
計
画
」
を
策
定

し
事
業
を
進
め
て
い
る
。

み
た
い
。

質
問
３　

印
西
市
の
保
育
利
用
定

員
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
子
ど
も
部
長　

保
育
士
の
配

置
基
準
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
準

に
対
応
し
て
い
る
た
め
市
独
自
の

基
準
は
な
い
。

再
質
問　

保
育
の
配
置
基
準
に
つ

い
て
市
独
自
の
基
準
を
設
け
て
保

育
の
質
向
上
に
対
応
し
な
い
か
。

答
弁　

令
和
７
年
度
当
初
予
算

（
案
）
の
保
育
園
等
運
営
費
補
助

金
に
お
い
て
児
童
１
人
当
た
り
月

額
７
５
０
円
で
あ
っ
た
も
の
を
月

額
１
０
０
０
円
に
増
額
し
保
育
の

質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

質
問
４　

加
配
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
子
ど
も
部
長　

障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
保
育
所
等
に
支
払
う
施
設
型
給

付
に
療
育
支
援
加
算
等
が
さ
れ
る

と
と
も
に
、
保
育
園
等
運
営
費
補

助
金
の
保
育
士
配
置
改
善
事
業
補

助
金
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
。

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
に
つ
い
て

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
に
家
賃
補
助
を

市
民
団
体
に
意
見
を
伺
っ
て
み
た
い

新
規
整
備
す
る
考
え
は
な
い

林　

勝
利 

議
員

山
田　

喜
代
子 

議
員空き部屋の有効活用を

環境に優しい
アップサイクル 

問

問

答

答

質
問
１　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
再
編
に

向
け
た
状
況
は
。

企
画
財
政
部
長　

牧
の
原
駅
圏
を

循
環
す
る
ル
ー
ト
の
新
設
、
中

ル
ー
ト
、
南
ル
ー
ト
、
西
ル
ー
ト

に
お
け
る
一
部
ル
ー
ト
の
見
直

し
、
印
旛
地
区
を
運
行
す
る
民
間

路
線
バ
ス
、
３
路
線
に
フ
レ
ア
イ

カ
を
適
用
す
る
と
し
た
、
ふ
れ
あ

い
バ
ス
再
編
（
案
）
を
策
定
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

て
い
る
。

再
質
問　

交
通
弱
者
対
策
の
今
後

の
方
針
は
。

答
弁　

ま
ず
は
交
通
不
便
地
域
や

交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
高
齢
者

の
移
動
手
段
の
確
保
の
た
め
、
全

質
問
１　

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
が
不

足
し
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　

現
在
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
市
内
３
箇
所
の
小
学
校

で
実
施
し
て
い
る
。

再
質
問　

新
年
度
以
降
、
そ
の
３

箇
所
以
外
の
学
校
で
も
学
童
ク
ラ

ブ
の
待
機
児
童
が
発
生
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
早
急
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
地
域
団
体

や
公
共
施
設
と
連
携
し
た
対
応
は
。

答
弁　

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
等

を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。
活
用

国
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
取
り
組
み

を
参
考
に
交
通
弱
者
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。
市
街
化
区
域
内
も
含

め
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
移

動
手
段
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

へ
の
、
最
適
な
移
動
手
段
の
確
保

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

再
質
問　

市
で
運
行
す
る
デ
マ
ン

ド
交
通
の
導
入
の
考
え
は
。

答
弁　

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

の
実
証
実
験
と
併
せ
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

質
問
２　

自
転
車
活
用
推
進
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
、
先
進
自
治
体

の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
と
し
て

い
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

都
市
建
設
部
長　

引
き
続
き
、
先

進
自
治
体
の
事
例
を
注
視
す
る
。

再
質
問　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
リ
ン
グ

導
入
の
研
究
状
況
は
。

答
弁　

当
該
事
業
を
展
開
す
る
民

間
事
業
者
や
先
進
自
治
体
の
状
況

を
注
視
し
、
課
題
や
導
入
方
法
等

の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

で
き
る
公
共
施
設
は
活
用
を
図
り
、

地
域
資
源
の
活
用
や
先
進
事
例
な

ど
も
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

質
問
２　

市
・
県
・
国
道
に
お
い

て
、
私
有
地
か
ら
は
み
出
し
た
樹

木
な
ど
が
安
全
性
や
景
観
に
影
響

を
与
え
て
い
る
事
案
に
つ
い
て
、

所
有
者
に
対
し
ど
の
よ
う
に
対
応

を
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

通
行
の
支
障
に

な
ら
な
い
よ
う
、
樹
木
の
伐
採
な

ど
の
実
施
に
つ
い
て
文
書
等
で
依

頼
し
て
い
る
。
国
・
県
に
つ
い
て

も
同
様
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問　

市
道
の
管
理
者
と
し
て
、

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
市
の
責

任
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
う

対
応
を
強
化
し
、
未
然
に
防
止
す

る
の
か
。

答
弁　

通
報
が
あ
っ
た
場
合
の
迅

速
な
対
応
の
他
、
令
和
７
年
度
か

ら
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
回
数
を
増

や
す
な
ど
に
よ
り
、
対
応
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

交
通
弱
者
対
策
の
今
後
の
方
針
は

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
拡
充
を

最
適
な
移
動
手
段
の
確
保
を
検
討

公
共
施
設
の
活
用
を
図
っ
て
い
く

松
谷　

知
美 

議
員

加
藤　

亮
二 

議
員

ふれあいバス

問

問

答

答

子どもたちを見守る児童館の
入退館システム（そうふけ児童館）

令
和
７
年
度
予
算

令
和
７
年
度
予
算

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
員
出
欠
簿
公
開

議
員
出
欠
簿
公
開

議
案
と
審
議
結
果

議
案
と
審
議
結
果

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会
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第
７

－

１
号

▼
「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業
務
労

働
者
等
に
対
す
る
給
付
金
等
の

支
給
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
を
求

め
る
請
願
書　
　
　

〈
採　

択
〉

市
議
会
は
、
請
願
の
採
択
後
、
特

定
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
被
害
者

の
全
面
救
済
を
図
る
た
め
、
国
へ

の
意
見
書
を
提
出
す
る
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

第
６

－

９
号

▼
敷
地
よ
り
道
路
等
に
越
境
し
た

竹
木
、
雑
草
等
の
除
去
強
化
に

関
す
る
啓
蒙
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
及
び
配
布
に
関
す
る
陳
情

書　
　
　
　
　
　

〈
議
員
配
付
〉

第
７

－

１
号

▼
議
会
の
審
議
に
お
い
て
、
ど
の

議
員
が
、ど
の
議
案
に
「
賛
成
」

　

「
反
対
」「
棄
権
」
し
た
か
が
分

か
る
よ
う
な
図
を
つ
く
り
、
自

治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

〈
議
員
配
付
〉

第
７

－

２
号

▼
市
民
と
共
に
「
い
じ
め
」「
自
殺
」

　

「
児
童
虐
待
」「
犯
罪
」
等
を
減

ら
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
陳

情　
　
　
　
　
　

〈
議
員
配
付
〉

第
７

－

３
号

▼
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行

為
に
お
け
る
庁
舎
管
理
規
則
の

徹
底
を
求
め
る
陳
情
書

〈
議
員
配
付
〉

陳

情

請

願

【
議
案
第
14
号　

印
西
市
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
】

【
内
容
】
宅
地
造
成
お
よ
び
特

定
盛
土
等
規
制
法
に
基
づ
く
事

務
の
う
ち
、
中
間
検
査
等
に
係

る
事
務
が
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
新
た
に
中
間
検
査

申
請
手
数
料
を
加
え
る
も
の
。

中
間
検
査
申
請
手
数
料

の
区
分
や
金
額
の
設
定

根
拠
は
。区

分
の
設
定
は
、
国
で

示
し
て
い
る
標
準
処
理

時
間
を
参
考
に
、
面
積
に
応
じ

て
６
つ
の
区
分
を
設
定
し
て
い

る
。
金
額
の
設
定
は
、
人
件
費

お
よ
び
旅
費
、
需
用
費
に
よ
る

物
件
費
な
ど
の
必
要
経
費
に
対

し
て
、
想
定
す
る
処
理
件
数
お

よ
び
国
が
示
し
て
い
る
１
件
当

た
り
の
標
準
処
理
時
間
な
ど
か

ら
積
算
し
、
面
積
区
分
ご
と
に

算
出
し
た
も
の
。

【
議
案
第
16
号　

印
西
市
空
家

等
対
策
協
議
会
設
置
条
例
の
制

定
】

【
内
容
】
市
が
策
定
す
る
印
西

市
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
お

よ
び
変
更
な
ら
び
に
実
施
に
関

し
て
協
議
す
る
印
西
市
空
家
等

対
策
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

空
家
等
対
策
協
議
会
に

つ
い
て
条
例
を
制
定
し

た
理
由
は
。

市
の
諮
問
に
対
し
、
判

断
を
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
よ
り
責
任
の
重
い
立
場
で

空
家
対
策
に
お
け
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
条

例
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

協
議
会
が
今
後
、
協
議

す
る
内
容
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
を
予
定
し
て
い
る
か
。

令
和
７
年
度
に
実
態
調

査
、
令
和
８
年
度
に
空

家
等
対
策
計
画
の
改
定
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、
改
定
の
方
針

や
各
種
施
策
な
ど
に
つ
い
て
適

宜
協
議
し
て
い
た
だ
く
。

印
西
市
空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例
の
制
定

建設経済常任委員会 環境経済部・都市建設部・上下水道部・農業委員会を所管

おしらせ

建設経済常任委員会の

審査の様子はこちらから。

印西市議会では、全ての議案を委員会に付託し審査することを原則としています。

各委員会に付託された議案と審査内容の一部を要約して掲載します。

各常任委員会の審査

審
査
結
果

番号 件　　名 結果
議案第14号 印西市手数料条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第16号 印西市空家等対策協議会設置条例の制定 可決
議案第17号 印西市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第18号 印西市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資
格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

「声の議会だより」を作成しています

いんざい議会だよりを

スマートフォン用アプリでご覧になれます

　目が不自由など文字による情報入手が困難な方のために、「議会だより」をＣＤに録音した

「声の議会だより」を印西市社会福祉協議会に委託し、作成しています。

　配布を希望される方は、障がい福祉課☎0476（33）4639 までご相談ください。

　「議会だより」をより多くのみなさんに届ける情報発信手法として、

スマートフォン・タブレット用アプリ「マチイロ」で配信を行っています。

　「マチイロ」のアプリをダウンロードすれば、スマートフォンやタブ

レットからいつでも、どこでも「議会だより」を読むことができます。

※アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者の

負担となります。

App Store・Google Playから

「マチイロ」を検索しダウンロード。
１

印西市ホームページに接続しなくても、またオフラインでも「議会

だより」を閲覧できます。

スクラップ機能として、範囲を指定して画像を保存することがで

きます。保存した記事はメールへの添付やＳＮＳでシェアできます。

最新号が発行されると、アプリにお知らせが届きます。

新着情報と連動してお知らせが届きます。

ページめくりや拡大縮小なども簡単にできます。

アプリのオリジナルコンテンツを見ることがきます。

お住まいの地域など、簡単な設定をします。２

使用開始３

始めるのは簡単です こんな使い方もできます

右の２次元コードからも

ダウンロードできます。

問

問問

答

答答

令
和
７
年
度
予
算

令
和
７
年
度
予
算

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
員
出
欠
簿
公
開

議
員
出
欠
簿
公
開

議
案
と
審
議
結
果

議
案
と
審
議
結
果

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

適切な空家の管理や活用を推進
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事
業
契
約
金
額
約
５
億
円
増
額
変
更
の
根
拠
が
判
明

総務企画常任委員会 総務部・企画財政部・市民部・会計課・選挙管理委員会・監査委員を所管

審
査
結
果

番号 件　　名 結果
議案第１号 印西市職員の修学部分休業に関する条例の制定 可決
議案第２号 印西市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定 可決
議案第３号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 可決

議案第４号 印西市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第５号 印西市職員定数条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第６号 印西市職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第７号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第８号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第９号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第10号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第11号 印西市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第12号 印西市国民健康保険出産費貸付基金条例を廃止する条例の制定 可決
議案第13号 印西市国民健康保険高額療養費貸付基金条例を廃止する条例の制定 可決
議案第30号 和解及び損害賠償の額を定めること（追認） 可決

文教福祉常任委員会の

審査の様子はこちらから。
おしらせ

【
議
案
第
29
号
】
事
業
契
約
変
更

【
内
容
】 (

仮
称
）
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
中
央
駅
圏
複
合
施
設
整
備

事
業
の
契
約
金
額
変
更

現
契
約
金
額
90
億
３
６
０

１
万
円
に
５
億
２
７
３
４

万
円
増
額
し
、
95
億
６
３
３
５
万

円
と
す
る
増
額
の
経
緯
を
伺
う
。

物
価
変
動
の
基
準
指
標
が

建
物
物
価
調
査
会
公
表
の

「
建
築
費
指
数
」
で
あ
り
、
令
和

５
年
７
月
の
指
数
が
１
２
５
・
８
、

６
年
７
月
の
指
数
が
１
３
３
・
７

で
、
上
昇
率
が
６
・
27
％
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
事
業
者
負
担
分
１
・
５

％
を
控
除
し
た
残
り
の
部
分
が
市

の
負
担
と
な
り
、
４
・
77
％
の
増

額
と
な
る
。

【
議
案
第
15
号
】
条
例
一
部
改
正

【
内
容
】
印
西
市
家
庭
的
保
育
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

保
育
支
援
の
連
携
施
設
の

確
保
の
特
例
新
設
と
要
件

の
緩
和
は
ど
の
部
分
の
要
件
が
緩

和
さ
れ
た
の
か
。

連
携
施
設
の
３
要
件
、
保

育
内
容
支
援
、
代
替
保
育
、

卒
園
後
の
受
け
皿
確
保
の
う
ち
、

保
育
内
容
支
援
の
特
例
措
置
新
設

と
代
替
保
育
の
確
保
に
関
す
る
特

例
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

【
議
案
第
31
号
】
条
例
一
部
改
正

【
内
容
】
印
西
市
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

保
育
士
の
待
遇
改
善
を
含

め
て
事
業
に
当
た
る
の
か
。

園
の
運
営
や
保
育
士
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
る
。
保
育
士
に
は
現
状
で
月

４
万
円
の
補
助
を
し
て
い
る
。
近

隣
や
県
内
を
確
認
し
、
補
助
を
上

げ
る
こ
と
も
今
後
検
討
し
た
い
。

千葉ニュータウン中央駅圏複合施設（コスモスパレット）

問

問

問

答答

答

【
議
案
第
１
号　

印
西
市
職
員
の

修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
】

【
内
容
】
市
職
員
が
自
発
的
に
能

力
向
上
を
目
的
に
教
育
施
設
で
就

学
を
す
る
た
め
、
勤
務
を
継
続
し

な
が
ら
部
分
的
に
休
業
す
る
こ
と

が
で
き
る
休
業
制
度
を
整
備
す
る

も
の
。
当
該
休
業
結
果
を
職
務
復

帰
後
に
公
務
に
還
元
す
る
こ
と
に

よ
り
、
公
務
の
効
率
的
な
運
営
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

申
請
者
が
修
学
に
時
間
を

使
う
場
合
に
、
１
週
間
当

た
り
通
常
勤
務
時
間
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
申
請
さ
れ

た
際
、
職
務
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て

の
決
ま
り
は
。

公
務
の
運
営
に
支
障
が
な

い
こ
と
が
大
原
則
で
あ
り
、

周
り
の
職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
で
済
め

ば
と
考
え
て
い
る
が
、
人
事
課
と

し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

修
学
部
分
休
業
を
取
得
し

た
際
の
給
与
の
計
算
方
法

は
。

月
に
取
得
し
た
休
業
時
間

を
合
計
し
、
そ
の
時
間
数

に
当
該
職
員
の
１
時
間
当
た
り
の

単
価
を
乗
じ
た
額
を
給
与
か
ら
減

額
す
る
。職

場
単
位
で
部
分
休
業
を

活
用
し
、
職
場
に
必
要
な

専
門
的
資
格
を
取
得
す
る
よ
う
な

こ
と
も
想
定
い
た
だ
き
た
い
が
ど

う
か
。

そ
の
よ
う
な
申
請
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
制
度
の
趣

旨
に
沿
っ
た
形
で
適
切
に
判
断
し

て
い
く
。休

業
期
間
の
上
限
が
２
年

と
い
う
こ
と
だ
が
、
博
士

課
程
な
ど
は
想
定
し
て
い
な
い
の

か
。

こ
の
制
度
は
、
勤
務
し
な

が
ら
大
学
な
ど
の
教
育
施

設
で
修
学
す
る
た
め
の
制
度
で
あ

り
、
大
学
課
程
等
の
履
修
に
つ
い

て
は
自
己
啓
発
等
休
業
制
度
を
活

用
い
た
だ
く
。

市
職
員
が
勤
務
し
な
が
ら
自
己
研
鑽
が
可
能
に

文教福祉常任委員会 福祉部・健康子ども部・教育委員会を所管

審
査
結
果

番号 件　　名 結果

議案第15号
印西市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定

可決

議案第29号 事業契約の変更（（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業） 可決

議案第31号
印西市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定

可決

おしらせ

総務企画常任委員会の

審査の様子はこちらから。

部分休業制度を利用して自己研鑽

問

問問 問

答

答答

答

令
和
７
年
度
予
算

令
和
７
年
度
予
算

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
員
出
欠
簿
公
開

議
員
出
欠
簿
公
開

議
案
と
審
議
結
果

議
案
と
審
議
結
果

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会
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編

集

後

記

　

今
期
の
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
最
後
の
広
報
と
な
り
ま
し
た
。
議

会
の
活
動
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
と
、

紙
面
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が

け
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
２
年
間
、
編
集

委
員
み
ん
な
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
望
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
米
井
）

委

員

長　
　
　

米
井　

重
行

副
委
員
長　
　
　

林　
　

勝
利

委　
　

員　
　
　

板
橋　
　

睦

〃
　
　
　
　

松
尾　

榮
子

〃
　
　
　
　

櫻
井　

正
夫

〃
　
　
　
　

都
築
真
理
子

〃
　
　
　
　

鈴
木　

博
美

〃
　
　
　
　

加
藤　

亮
二

〃
　
　
　
　

大
﨑　

亜
希

櫻
井
正
夫
議
員
が
令
和

７
年
３
月
26
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令和６年度議員の出欠簿を公開します

会議協員全

遅

刻
・

早

退

・

外

出

欠

席

日

数

出
席
必
要
日
数

会員委別特

遅

刻
・

早

退

・

外

出

欠

席

日

数

出
席
必
要
日
数

（
視
察
含
む
）

会員委営運会議

遅

刻
・

早

退

・

外

出

欠

席

日

数

出
席
必
要
日
数

会員委任常

遅

刻
・

早

退

・

外

出

欠

席

日

数

出
席
必
要
日
数

（
視
察
含
む
）

議会本

遅

刻
・

早

退

・

外

出

欠

席

日

数

出
席
必
要
日
数

名氏員議

議
席
番
号

1 大﨑　亜希 24 13 13 6

2 大野　忠寄 31 13 19 1 8

3 加藤　亮二 31 14 1 19 8

4 鈴木　博美 31 11 8

5 津田　憲吾 24 8 6

6 都築真理子 31 1 14 1 5 8

7 林　　勝利 31 14 5 1 8

8 松谷　知美 24 8 14 6

9 藤江　研一 31 14 19 19 8

10 稲葉　　健 31 11 19 14 2 8

11 小川　利彦 31 11 19 8

12 櫻井　正夫 31 8 3 13 4 1 8 6

13 岩崎　成子 31 1 10 19 8

14 近藤　瑞枝 31 10 3 8

15 増田　葉子 31 14 19 1 8

16 松尾　榮子 31 10 19 14 1 1 8 1

17 軍司　俊紀 31 14 19 5 8

18 金丸　和史 31 1 3 10 14 8 1

19 板橋　　睦 31 1 2 14 19 1 5 8

20 山田喜代子 31 6 11 8

21 米井　重行 31 2 2 7 8

22 海老原作一 31 8 8

　　令和６年度は、本会議は定例会が４回、臨時会が１回開催されました。

　委員会については常任委員会（総務企画・文教福祉・建設経済・予算審査）、議会運営委員会

及び特別委員会（決算審査・印西市議会基本条例制定）が開催されましたが、各委員会ごとに開

催回数が異なるため、出席必要日数も各議員によって異なります。また、正副議長も各委員会等

に随時出席していますが、出欠簿には記載していません。

令和７年第１回定例会 議案と審議結果一覧

全会一致議案一覧
番 号 件　　　　　名

《 議　案 》　 （ 市長提出議案 ）

議案第３号
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定

議案第６号
印西市職員の退職管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定

議案第７号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定

議案第８号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例の制定

議案第９号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第10号
職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定

議案第11号
印西市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第12号
印西市国民健康保険出産費貸付基金条例を廃
止する条例の制定

議案第13号
印西市国民健康保険高額療養費貸付基金条例
を廃止する条例の制定

議案第14号 印西市手数料条例の一部を改正する条例の制定

議案第15号
印西市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定

議案第16号 印西市空家等対策協議会設置条例の制定

議案第18号
印西市水道事業の布設工事監督者の配置基準
及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基
準に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第19号 令和６年度印西市一般会計補正予算（第９号）

番 号 件　　　　　名

議案第20号
令和６年度印西市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）

議案第21号
令和６年度印西市介護保険特別会計補正予算

（第３号）

議案第22号
令和６年度印西市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第 1号）

議案第27号 令和７年度印西市水道事業会計予算
議案第28号 令和７年度印西市下水道事業会計予算

議案第29号
事業契約の変更（（仮称）千葉ニュータウン中央
駅圏複合施設整備事業）

議案第30号 和解及び損害賠償の額を定めること（追認）

議案第31号
印西市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定

議案第32号 令和７年度印西市一般会計補正予算（第１号）
《 議　案 》　 （ 委員会提出議案 ）

発委案第１号 印西市議員報酬等の特例に関する条例の一部
を改正する条例の制定

発委案第２号
印西市議会の個人情報の保護に関する条例の
一部を改正する条例の制定

発委案第３号
「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給
付金等の支給に関する法律」の改正を求める
意見書の提出

《 請　願 》　

請願第７－１号
「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給
付金等の支給に関する法律」の改正を求める
国への意見書を求める請願書

※○＝賛成、　×＝反対、　退＝退席、　欠＝欠席、　除＝除斥（※地方自治法の定めにより本人等が関係する議案の採決に加われま
せん。）、　―＝その他　※議長（海老原作一）は採決に加わりません。

番 号 件　　　　　名
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《 議　案 》　 （ 市長提出議案 ）

議案第１号 印西市職員の修学部分休業に関す
る条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第２号 印西市職員の自己啓発等休業に関
する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第４号

印西市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正する条例の
制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第５号 印西市職員定数条例の一部を改
正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第17号
印西市企業職員の給与の種類及び
基準に関する条例の一部を改正す
る条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第23号 令和７年度印西市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第24号 和７年度印西市国民健康保険特別
会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第25号 令和７年度印西市介護保険特別会
計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ―

議案第26号 令和７年度印西市後期高齢者医療
特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

同意第１号 印西市副市長の選任につき同意を
求めること（野崎　崇正氏） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ―
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「いんざい議会だより」は、誰にでも読みやすい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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令和７年　第２回定例会　会期予定及び日程

　令和７年第２回定例会は、

６月４日㈬から６月24日㈫ま

での会期予定です。

　最新の日程は、ホームペー

ジでご確認ください。

　なお、インターネットによ

る本会議のライブ中継および

委員会の録画中継を配信して

いますので、ご利用ください。

　詳細については、議会事務

局までお問い合わせください。

【印西市議会事務局】

☎0476（33）4614

いんザイ君Ⓒ 2011 Inzai City

日 月 火 水 木 金 土

5/25 5/26 5/27 5/28 5/29 5/30 5/31

議会運営
委員会

6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6 6/7

本会議
（議案上程）

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13 6/14

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

本会議
（個人質問）

予算審査
常任委員会

総務企画
常任委員会

6/15 6/16 6/17 6/18 6/19 6/20 6/21

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

6/22 6/23 6/24 6/25 6/26 6/27 6/28

議会運営
委員会

正副委員長会議

本会議
（議案の採決）

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
印
西
市

で
コ
ス
モ
ス
鑑
賞
や
里
山
で
昆
虫

採
集
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
も

印
西
市
の
魅
力
的
な
自
然
を
感
じ

る
こ
と
は
私
の
楽
し
み
で
す
。

 

印
西
市
は
豊
か
な
緑
が
溢
れ
、

都
心
や
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
し

や
す
く
、
非
常
に
住
み
や
す
い
地

域
で
す
。
人
口
は
11
万
人
を
突
破

し
、
住
宅
街
が
増
え
、
そ
れ
に
伴

い
新
し
い
病
院
や
商
業
施
設
な
ど

が
増
設
さ
れ
、
利
便
性
が
向
上
し

　

西
の
原
中
学
校

３
年　

船ふ
な

き木　

蓮れ
ん

と斗

印
西
市
の
自
然
環
境

市
民
の
声

て
い
ま
す
。

 

し
か
し
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
、

印
西
市
の
自
然
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
現
在
、

西
の
原
中
学
校
で
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
朝
に
校
長
先
生
と
ゴ

ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
私

は
印
西
市
で
の
自
然
保
護
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題

に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
で
桜

や
ホ
タ
ル
な
ど
の
印
西
市
の
魅
力

的
な
四
季
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

 

今
印
西
市
の
自
然
環
境
を
守
る

た
め
に
目
指
す
べ
き
姿
は
、
市
か

ら
環
境
保
護
を
推
し
進
め
る
発
信

を
図
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私

達
は
印
西
市
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
も
っ
と
印
西
市
に
つ
い
て
関

心
を
持
ち
、
積
極
的
に
地
域
の
活

動
に
参
加
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。


